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要旨 

水耕栽培を用いて苦くないホウレンソウをつくることを目的とし、苦みの原因と言われている硝酸について、

溶液中の硝酸イオン濃度を低くして低硝酸イオンのホウレンソウを栽培しようとした。また、腎臓病の人でも

食べられるホウレンソウを作ることを目的とし、溶液中のＫ＋濃度を低くして低カリウムホウレンソウを栽培

しようとした。実験１の結果は、生育したホウレンソウ中のカリウムイオン濃度は変わらなかった。また、溶

液中の硝酸濃度を減らすとホウレンソウ内の硝酸イオンの濃度は減少した。その際ホウレンソウ内のシュウ酸

の濃度は増加した。 

  

 

1. はじめに 

 

私たちはホウレンソウ体内の成分濃度を変え、苦

くないホウレンソウを作れるのではないか、また、

腎臓病の人でも食べられるホウレンソウを作れるの

ではないかと考え課題研究を進めることにした。今

回の研究では、ホウレンソウを、土を使用しない水

耕栽培という方法で育て、培養液中のカリウムイオ

ンや硝酸イオンの濃度を変化させ、ホウレンソウ体

内のカリウムイオンやシュウ酸の濃度を測定した。 

2. 実験方法 

 

実験１では、基準液、３分の２硝酸溶液、２分の

１硝酸溶液、２分の１硝酸溶液＋グルタミン、の各

培養液で栽培したホウレンソウおよび市販のホウレ

ンソウ体内の硝酸イオン、シュウ酸の体内濃度を測

定した。 



 

実験２では、基準液（農林水産省培養液処方例

より）とカリウムイオンが基準液の５分の１となる

溶液、１０分の１硝酸溶液、１０分の１硝酸溶液＋

グルタミンを用意して栽培したホウレンソウおよび

市販のホウレンソウ内のカリウムイオンの量を測定

した。 

3. 実験結果 

実験１ 

 

溶液中の硝酸イオン濃度を減らすと、栽培したホ

ウレンソウ内の硝酸イオンの濃度も減少した。ただ

し、減少したもののなかでは、溶液中の硝酸イオン

濃度に大きな差はみられなかった。 

また、成長速度は硝酸イオン濃度が低いほど遅か

った。 

左から、基準液、３分の２硝酸溶液、２分の１硝酸溶液、２分

の１硝酸溶液＋グルタミンでの成長の様子 

 

 

溶液中の硝酸イオン濃度を減らすと、栽培したホ

ウレンソウ内のシュウ酸の濃度は増加した。 

 

実験２ 

 

基準液と低カリウム溶液では、生育したホウレン

ソウ中の Ｋ＋濃度はかわらなかった。溶液中のカリ

ウムイオン濃度が同じでも、他の成分量によってホ

ウレンソウ中のカリウムイオン濃度が異なる。  

 

4. 考察 

１  

・基準液と低カリウム溶液ではｐＨ調整の為に加

えた水酸化ナトリウムの量以外に溶液成分の違

いはないので、溶液中のナトリウムイオンの影響

をうけた可能性がある。  

・溶液中の硝酸イオンの濃度との関係は見られな

いので、他の成分の影響の可能性がある。  

(ppm) 
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２ 

・ホウレンソウには、最低限必要な体内の硝酸イ

オン濃度があり、それを超えた分に応じた成長を

行っている可能性がある。  

その場合、ホウレンソウ体内の硝酸イオン濃度を、

一定の濃度より低くすることは困難となる。  

 

5. 結論 

 栽培したホウレンソウ中のカリウムイオン濃度

は変わらなかったが、溶液中の硝酸イオン濃度を

減らすと、栽培したホウレンソウ内の硝酸イオン

の濃度は減少した。しかし、溶液中の硝酸イオン

濃度を減らすとシュウ酸の濃度は増加した。 
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